
部

会

長

副
部
会
長

村

上

清

彦

天
野　

美
三
男

山

崎

正

春

遠

藤

智

子

稲

毛　

明

近

山　

修

阿
賀
野
市
議
会
改
革
推
進

特
別
委
員
会
広
報
部
会

　

ソ
チ
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
日
本
勢
の
大
活
躍
で
終
了
し
ま
し
た
。
若
者
の

活
躍
で
日
本
の
未
来
に
希
望
の
光
を
見
い
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
月
議
会
は
、〝
元
気
で
明
る
く
活
力
の
あ
る
魅

力
的
な
ま
ち
〞の
具
現
化
に
向
け
て
、
各
種
事
業

が
提
案
さ
れ
予
算
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
阿
賀
野

市
の
未
来
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
に
、
市
と
議
会

が
共
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
広
報
部
会
委
員　

近
山　

修
）

議　決　結　果

平
成
26
年
１
月
20
日
に

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

市
は
、「
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
変
更

に
つ
い
て
県
よ
り
承
認
を
受
け
、
平
成
26
年
度
に

１
７
０
床
を
整
備
予
定
と
し
、
第
６
期
計
画
（
平
成

27
年
〜
29
年
度
）
の
中
で
開
設
に
向
け
て
進
め
て
い

く
と
の
こ
と
で
、
今
後
４
〜
６
月
頃
を
事
業
者
の
公

募
期
間
と
し
、
そ
の
後
、
選
定
委
員
会
で
選
定
さ
れ

た
事
業
者
、
県
、
市
で
協
議
し
な
が
ら
整
備
し
て
い

く
。
多
床
室
に
つ
い
て
は
、
出
来
る
限
り
整
備
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
県
の
補
助
金
は
対
象
と

な
ら
な
い
た
め
、
事
業
者
の
建
設
資
金
等
の
中
で
対

応
を
お
願
い
し
た
い
と
の
説
明
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
利
用
料
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う

多
床
室
の
整
備
は
必
要
で
あ
り
、
市
独
自
の
補
助
金

で
整
備
す
る
検
討
と
入
所
待
機
者
の
状
況
を
勘
案
し

て
、
増
床
整
備
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
６
月
定
例
会
ま
で
）

　

 　
「
気
に
な
る
子
」
の
現
状
に
つ
い
て

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

平
成
26
年
２
月
14
日
に

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

米
の
需
給
調
整（
減
反
政
策
）と
阿
賀
野
市
の
対
応
に
つ
い
て

　

米
の
生
産
調
整
は
、
昭
和
53
年
度
か
ら
減
反
面
積

の
農
家
配
分
が
な
さ
れ
、
農
業
の
基
盤
強
化
策
が
講

じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
当
市
で
も
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
等

関
係
機
関
連
携
の
も
と
園
芸
作
物
等
の
振
興
策
を
講

じ
て
き
た
も
の
の
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
一
大
産
地
化
に

は
至
っ
て
い
な
い
現
況
に
あ
り
ま
す
。

　

国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
減
反
政
策
は
、
需

給
調
整
と
と
も
に
米
価
の
調
整
機
能
を
果
た
し
て
き

た
面
で
は
評
価
す
べ
き
で
す
が
、
今
回
の
改
革
で
は

こ
う
し
た
機
能
が
農
業
者
（
生
産
者
）
自
ら
の
経
営

判
断
に
委
ね
ら
れ
る
な
ど
農
政
の
大
転
換
で
あ
り
、

そ
の
成
否
は
当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
存
亡

に
も
関
わ
る
と
思
わ
れ
、
行
政
・
関
係
機
関
及
び
生

産
者
連
携
の
も
と
英
知
を
結
集
し
対
応
対
策
を
講
ず

る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
６
月
定
例
会
ま
で
）

　

 　

商
工
観
光
課
所
管
の
公
園
、
施
設
等
の
管
理
状
況

に
つ
い
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

平
成
26
年
２
月
10
日
に

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

水
原
中
学
校
改
築
工
事
に
つ
い
て

　

新
校
舎
の
特
徴
は
、中
庭
を
中
心
と
し
た
回
廊
式
、

動
線
を
短
く
し
た
配
置
、
膝
や
関
節
に
優
し
い
コ
ン

ク
リ
ー
ト
面
か
ら
高
さ
20
㎝
の
束
で
の
木
造
床
組

み
、
可
能
な
壁
は
掲
示
板
と
し
て
使
用
等
で
す
。
安

田
瓦
を
昇
降
口
屋
根
部
分
の
本
瓦
葺
き
、
普
通
教
室

室
名
札
の
七
福
神
像
、
昇
降
口
床
の
敷
き
瓦
、
建
物

外
壁
周
り
の
最
上
部
の
冠
瓦
、
外
部
階
段
の
鬼
瓦
と

多
様
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
内
部
は
木
が
い
ろ
ん
な

部
分
で
使
わ
れ
て
優
し
い
感
じ
の
空
間
が
広
が
り
、

と
に
か
く
明
る
く
、
廊
下
も
広
々
と
し
て
、
学
習
環

境
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
は
現
校
舎
解
体
工
事
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工

事
と
進
み
ま
す
が
、
委
員
か
ら
は
校
庭
の
砂
塵
対
策

に
は
特
に
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
６
月
定
例
会
ま
で
）

　

⑴ 

分
田
小
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事
後
の

状
況
に
つ
い
て

　

⑵
災
害
危
険
箇
所
の
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
２
月
７
日(

金)

に
、

村
上
市
議
会
の
議
会
運
営
委
員
会

の
皆
さ
ま
が
来
庁
さ
れ
、
当
市
議

会
に
お
け
る
「
予
算
・
決
算
審

議
」
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
市
議
会
で
は
特
別

委
員
会
を
設
置
し
予
算
・
決
算
の

審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
村
上

市
議
会
で
は
各
所
管
の
常
任
委
員

会
で
審
査
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
と
い
う
点

で
有
意
義
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
２
月
３
日
（
月
）
長
野

県
塩
尻
市
議
会
、
２
月
４
日
（
火
）

上
越
市
議
会
へ
赴
き
、
議
会
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

塩
尻
市
議
会
で
の
議
会
報
告
会

は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
や
区
長
な

ど
地
域
の
役
職
者
が
多
く
参
加
し
、

１
会
場
で
40
人
程
度
に
な
る
そ
う
で

す
。
報
告
会
で
の
意
見
、
要
望
を
調

査
票
に
ま
と
め
、
行
政
に
提
出
。
回

答
を
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
商
工
会
議
所
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
意
見
交
換
を
し
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

上
越
市
議
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
の
活
用
を
推
進
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
）
も
検

討
中
と
の
こ
と
。
議
会
報
告
会
で
聴

取
し
た
意
見
等
は
、
広
報
広
聴
委
員

会
で
課
題
を
整
理
し
、
課
題
調
整
会

議
を
開
き
、
対
応
方
針
を
協
議
。
内

容
に
よ
っ
て
は
議
長
が
政
策
形
成
会

議
に
諮
問
し
、
政
策
立
案
、
政
策
提

言
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
視
察
研
修
で
、
し
っ

か
り
と
し
た
手
順
を
構
築
す
る
必
要

性
を
痛
感
。
議
員
個
々
の
意
識
変
革

と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
と

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

行
政
視
察
受
入

行
政
視
察
受
入

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
・
視
察
研
修
報
告

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
・
視
察
研
修
報
告

意見が分かれた議案等（各議員の賛否一覧表）
公
明
党

日本共産党 新政
クラブ 阿賀野クラブ 会派の

所属なし
議
決
結
果

村
上　

清
彦

倉
島　

良
司

宮
脇　

雅
夫

稲
毛　
　

明

山
田　

早
苗

佐
竹　

政
志

江
口　

卓
王

近
山　
　

修

山
崎　

正
春

浅
間　

信
一

髙
橋　

幸
信

石
川　

恒
夫

中
島　

正
昭

風
間　

輝
栄

遠
藤　

智
子

雪　
　

正
文

山
賀　

清
一

市
川　

英
敏

天
野
美
三
男

○:賛成　　 :反対

会　　　派

議　　　員

議　案　等

請　

願

保育園運営助成に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

不
採
択

　気になる子処遇改善費補助金をはじめ運営助成の更なる充実をお願いしたい。
討
論（
要
旨
）

保育士にかかる負担軽減を最優先に考え、補助金を出す以上、将来にわたり持続可能な支援でなければならない。限られた財源の中で、どうこ
の財源を捻出するのかも含めて、もう少し時間をかけて精査・検証する必要がある。

保育園は地域の最も重要な子育て支援の拠点であり、保育の質の向上は全ての保護者が望むことである。未来を担う尊い命を育む環境づくりに
ついて、市も議会もしっかり考えていくべきである。

国民健康保険税の引き下げと減免制度の改善を求める請願 ○ ○ ○ ○

不
採
択

　一般会計からの繰り入れ等により国保税を引き下げるとともに、国保税減免制度の拡充をしてほしい。

討
論（
要
旨
）

国保会計は毎年度赤字決算となっており、一般会計からの繰り入れで増税をしないで運営されている。これ以上の繰り入れ要求は財源的に無理
がある。また、社会保険加入者との不均衡を拡大することも問題である。

所得は減少、公共料金や生活必需品の値上げ、加えて消費税の増税。暮らしは厳しくなり、低所得者には国保税の負担は限界だ。特に教育費の
かかる子育て世帯では所得割減免では救われず暮らしを圧迫。思い切った政策で市民の健康と命を守るために議会として受け止めるべきだ。

賛
否

上越市

塩尻市


